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「まちの再⽣」に取り組んでおられる⾃治体の皆さまへ

中国地⽅整備局建政部都市・住宅整備課では、令和元年度の中国
地⽅技術研究会において、都市再⽣整備計画事業に取り組んでおられる
⾃治体の⽅々を対象として、まちづくりの課題や今後の取り組み、ノウハウ
等について意⾒交換する、 「まちの再⽣」を考えると題したワークショップを
開催しました。
まちの中⼼部は、⼈⼝減少の状況において地域を維持していくための地
域社会の核となる重要なエリアですが、多くの都市で、中⼼市街地の衰
退・賑わいの喪失、空家・空地の増加などといった状況が⼤きな課題となっ
ています。
このような状況の中、まちの再⽣においては、ハード整備だけに頼らず、地
域の様々な課題解決を動機として、⾏政の取り組みと⺠間のコンテンツの
誘導をうまく組み合わせ、賑わいを復活させることが重要となっています。
今回のワークショップは、まちづくり担当者の皆さまに、それぞれのまちづくり
エリアの状況や取り組みの課題について再認識していただき、他の⾃治体
の⽅々と情報交換や議論をおこなうことで、まちづくりに対する気付き、取り
組みの改善への動機を得て、まちの再⽣に向けさらに踏み出していただくこ
と、⾃治体間の交流につなげていただくことなどを⽬的として⾏いました。
ワークショップでは、参加者の皆さんの地域や課題に対する率直な思い、
参考となる他市の取り組みなどについて、活発な意⾒交換が⾏われ、まち
の再⽣に対する⼤きな刺激を得ていただけたものと思います。
都市・住宅整備課として⾃治体の皆さんの横の繋がりの形成や、まちづく
り情報の共有など、まちの再⽣の動機づけやスキルアップにつながるお⼿伝
いを引き続き⾏っていきたいと考えています。中国地⽅のよりよいまちづくりの
取り組みの⼀助になることを期待し、当⽇の報告を共有させていただきます。
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【参加いただいた⾃治体 】

⿃取市、境港市、島根県、松江市、⼤⽥市、江津市、雲南市、津和野町、

岡⼭県、岡⼭市、倉敷市、広島県、⽵原市、三原市、尾道市、福⼭市、

東広島市、廿⽇市市、北広島町、⼭⼝県、宇部市、⼭⼝市、岩国市、

柳井市、周南市
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１．⾃⼰紹介ワーク ２．課題共有ワーク
１）課題の発⾒・共有 ２）次のステップへ向けて

参加者がそれぞれ事前に準備したわがまち
紹介川柳と、状況写真の資料を⽤いて、ま
ちづくりのエリア、取り組んでいる仕事について
説明し、グループ内相互の理解を深めました。

事前に準備した課題説明⽤紙で、まちづくり
の取り組みに関して、直⾯している課題や
困っている事柄について説明しました。
説明された課題をグループ分けし、各課題の
重要度を再確認しました。

ワークショップの概要

課題の解決に向けて、⾃分⾃⾝が取り組ん
でいきたいこと、取り⼊れたいノウハウ、⼯夫し
ていきたいこと等について、それぞれ短冊に書
き出し、課題解決へのポイント、参考になる
部分など意⾒交換を⾏いました。

１）川柳と写真を⽤いた顔合わせ

川柳と写真による⾃⼰紹介 課題説明⽤紙による意⾒交換 短冊に取り組んでいきたいことを記⼊し意⾒交換

ワークショップの概要
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⾃⼰紹介ワーク（顔合わせ）
参加者の皆さんが、円滑にコミュニケーションできるように、
また⾃分のまちや取り組み、課題について再確認いただくた
めに、わがまち紹介川柳、状況写真の資料を事前に準備
し、⾃⼰紹介していただきました。
まちの紹介を川柳にすることにより、普段なかなか⽂章や
⾔葉にできない思いの部分を表現していただけました。
はじめは皆さん多少の照れくささはあったようですが、熱の
こもったプレゼンテーションをしていただき、グループの意思疎
通に⼤きな効果がありました。

今回の報告書には参加いただいた皆さんすべての川柳を
載せています。皆さんのまちを⾒る視点が凝縮された⼒作ぞ
ろいですので、ぜひ⽬を通してみてください。
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課題共有ワーク（課題の発⾒・共有）
課題共有ワークは、①課題の発⾒・共有、②次のステップへ向けて
の2部に分け、まちづくりの取り組みの課題となっていること、課題への
対応、今後取り組んでいきたいことについて意⾒交換を⾏いました。
①課題の発⾒・共有では事前準備として、⻲の吹き出しの⽤紙に、
取り組みに関して直⾯している課題、困っている事柄について記⼊し
てもらい、説明していただきました。ファシリテータが皆さんと話し合いな
がら類似する課題をグループ分けし、課題の再確認を⾏いました。
⼈⼝減少・⾼齢化、担当者の熱意、庁内調整、まちづくりのリー
ダー不在、予算不⾜等、それぞれの担当者が様々な課題に直⾯し
ている状況を⽬の当たりにし、共感することで課題解決の⽷⼝を感じ
取っていただけたと思います。
参加者の皆さんに発表していただいたそれぞれの課題をツリー分類
しています。まちづくりを進めて⾏く上で何が⼀番の課題となっているの
か、考えるきっかけにして下さい。
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課題共有ワーク（次のステップへ向けて）
課題共有ワーク ②次のステップへ向けて では、①課題の発⾒・
共有で確認した内容を受け、課題解決に向けて⾃分⾃⾝が取り
組んでいきたいこと、取り⼊れたいノウハウ、⼯夫していきたいこと等
について、短冊に書き出して説明していただき、取り組みのポイン
トや参考になる部分などの意⾒交換を⾏いました。
個⼈としてのチャレンジ、⾏政の適応⼒改善、地域コミュニケー
ションの充実、空き地・空き家の活⽤、まちづくりリーダーとの連携
などの様々な提案がありました。
参加者の皆さんの「まちの再⽣」に対する意気込みを、それぞれ
の特⾊あるまちづくりの取り組みにつなげていっていただきたいと感
じました。
短冊に書いていただいた内容を、分類整理しています。今後の
取り組みの参考として下さい。
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